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Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
の
薩
摩
中
央
家
畜
市
場

で
１
月
14
、
15
の
両
日
、
子
牛
初
せ
り
市

が
あ
り
ま
し
た
。
１
頭
当
た
り
の
平
均
価

格
は
79
万
８
５
４
１
円
で
前
回
（
12
月
）

よ
り
９
０
７
９
円
高
。
上
々
の
ス
タ
ー
ト

を
切
り
、
生
産
者
に
も
笑
顔
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

初
せ
り
に
は
雌
２
０
８
頭
、
去
勢
２
６

９
頭
が
上
場
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
か

ら
購
買
者
が
集
ま
り
、
せ
り
場
は
活
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
最
高
値
は
雌
が
１
６
５

万
４
４
０
０
円
、
去
勢
は
１
２
１
万
４
４

０
０
円
で
し
た
。

　

雌
牛
が
高
値
で
取
引
さ
れ
た
薩
摩
川
内

市
高
江
町
の
川
島
国
守
さ
ん（
79
）は「
い

い
値
が
付
い
て
よ
か
っ
た
。
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し
て
経
済
が
良

く
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
語
り

ま
し
た
。

　

春
田
和
則
組
合
長
は
「
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
枝
肉
価
格
が
低
迷
し
、
昨
年
９
月
以
降

は
子
牛
相
場
が
急
落
す
る
な
ど
厳
し
い
情

勢
が
続
い
て
い
る
。
今
年
は
鹿
児
島
で
半

世
紀
ぶ
り
に
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
が
開
催
さ
れ
る
。
鹿
児
島
黒
牛
日
本
一

連
覇
の
一
翼
を
担
え
る
よ
う
出
品
対
策
の

強
化
を
図
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

全
共
は
５
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
「
和

牛
の
祭
典
」
で
す
。
全
国
の
優
秀
な
和
牛

を
一
堂
に
集
め
、
改
良
成
果
を
競
い
ま
す
。

第
12
回
大
会
の
開
催
テ
ー
マ
は
「
和
牛
新

時
代　

地
域
か
が
や
く
和
牛
力
」。
10
月

６
日
～
10
日
ま
で
、
霧
島
市
牧
園
町
（
種

牛
の
部
）
と
南
九
州
市
知
覧
町
（
肉
牛
の

部
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

高
値
取
引
で
全
共
に
弾
み
を

薩
摩
中
央
家
畜
市
場
で
子
牛
初
せ
り

全
国
か
ら
購
買
者
が
集
ま
り
活
気
あ
る
せ
り
が
展
開
さ
れ
ま
し
た

薩摩中央家畜市場　2022年1月14日～ 15日
入場頭数 ４７７頭
売却頭数 ４６４頭

入 場 売却 最高値 最低値 平均値 平均
体重

kg
単価 前回比

雌 208 197 1,654,400 400,400 756,331 282 2,683 ▲7,925
雄
去 269 267 1,214,400 308,000 829,684 312 2,656 22,364

総平均値 798,541 円　　　
前 回 比 9,079 円　高値
総売上高 370,522,900 円　　　

子牛せり市成績表（税込み）

平
均
79
万
８
５
４
１
円
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小
正
月
の
伝
統
行
事
「
も
ぐ
ら
打
ち
」

が
１
月
14
日
、
伊
佐
市
大
口
金
波
田
で
あ

り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
地
区
内
の
家

庭
を
回
り
、竹
の
先
に
わ
ら
を
巻
い
た〝
ホ

テ
〟
と
呼
ば
れ
る
棒
で
地
面
を
た
た
き
、

今
年
の
豊
作
を
願
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
中
止
と
な
り
、
２
年
ぶ
り
の
開
催
。
小

中
学
生
16
人
が
参
加
し
、
手
分
け
し
て
全

戸
を
回
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
「
も
ぐ
ら
う
っ
ち
ゃ
、

と
が
な
し
。
も
ぐ
ら
頭
（
び
ん
た
）
う
っ

が
れ
」
と
歌
い
な
が
ら
、
威
勢
よ
く
地
面

を
打
ち
鳴
ら
し
ま
し
た
。

も
ぐ
ら
打
ち
で

今
年
の
豊
作
願
う

今月の表紙

　

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
は
12
月
22
日
ま
で
に
、

管
内
の
農
業
高
校
で
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
）

講
座
を
開
き
ま
し
た
。
将
来
を
担
う
高
校

生
に
、
地
域
農
業
や
Ｊ
Ａ
の
役
割
を
理
解

し
て
も
ら
う
の
が
目
的
。
Ｊ
Ａ
職
員
が
講

師
と
な
り
、
地
域
農
業
の
魅
力
な
ど
を
伝

え
ま
し
た
。

　

伊
佐
市
の
県
立
伊
佐
農
林
高
校
で
は
１
、

２
年
生
42
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
職

員
は
、
協
同
組
合
に
つ
い
て
「
協
同
と
は

力
と
心
を
合
わ
せ
る
こ
と
。
Ｊ
Ａ
で
は
総

合
事
業
を
通
じ
て
農
家
を
支
え
、
地
域
農

業
を
盛
り
上
げ
て
い
る
」
と
説
明
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
①
Ｊ
Ａ
事
業
②
園
芸(

営
農

指
導)

③
水
稲
（
同
）
④
畜
産
（
同
）
―

の
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
授
業
を

行
い
ま
し
た
。
畜
産
指
導
課
の
吉
祥
庵
豊

実
課
長
は
「
農
家
で
経
験
を
積
ま
せ
て
も

ら
い
、
指
導
員
と
し
て
成
長
で
き
た
。
指

導
事
業
は
面
白
く
て
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
。
ぜ
ひ
指
導
員
を
目
指
し
て
ほ
し
い
」

と
語
り
、
生
徒
も
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

同
校
２
年
の
堀
之
内
悠
汰
さ
ん
は
「
Ｊ

Ａ
が
地
域
農
業
発
展
や
地
域
活
性
化
を
真

剣
に
考
え
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
知

り
感
動
し
た
。
私
た
ち
も
役
立
つ
人
間
に

な
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

さ
つ
ま
町
の
県
立
薩
摩
中
央
高
校
で
は
、

地
域
農
業
の
現
状
と
課
題
、
Ｊ
Ａ
の
営
農

指
導
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
同

校
２
年
の
山
口
来
輝
さ
ん
は
「
Ｊ
Ａ
が
地

域
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

進
路
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
」

と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

農業高校で協同組合講座

農業支える進路提案

地域農業の魅力
ＪＡの役割伝える

伊
佐
農
林
高
校
で
は
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
授

業
を
行
い
ま
し
た

薩
摩
中
央
高
校
で
は
地
域
農
業
の
現
状
と
課
題
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た

威勢よく地面を打ち鳴らす子どもたち
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地域農業の課題を共有し、解決に向けて意見を交わしました

大
豆
検
査
を
実
施

　

伊
佐
市
の
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
青
木
倉
庫
で
、

２
０
２
１
年
産
大
豆
検
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
夏
場
の
長
雨
に
よ
る
湿
害
の
影
響
で

不
作
傾
向
と
な
り
、
中
粒
・
小
粒
が
中
心

と
な
り
ま
し
た
。

　

同
市
は
県
内
一
の
大
豆
産
地
。
生
産
者

83
人
が
約
１
３
８
㌶
で
「
フ
ク
ユ
タ
カ
」

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
収
量
は
５
０
０
０

袋
（
１
袋
30
㌔
）
を
計
画
し
て
い
ま
し
た

が
、
３
５
０
０
～
４
０
０
０
袋
に
減
収
す

る
見
込
み
で
す
。

　

検
査
場
で
は
農
産
物
検
査
員
の
Ｊ
Ａ
職

員
が
、
水
分
量
を
測
っ
て
か
ら
粒
の
形
や

色
を
見
極
め
、
厳
正
な
等
級
格
付
け
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た

　

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
青
壮
年
部
と
Ｊ

Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
青
年
部
は
１
月

13
日
、
薩
摩
川
内
市
で
北
薩
地
域

振
興
局
と
語
る
会
を
開
き
ま
し
た
。

持
続
可
能
な
農
業
を
未
来
へ
つ
な

ぐ
た
め
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
員
が
抱
え

る
地
域
農
業
の
課
題
を
共
有
し
、

解
決
に
向
け
て
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。

　

語
る
会
に
は
両
青
年
部
の
代
表

９
人
と
、
県
・
市
・
Ｊ
Ａ
の
農
政

　

鹿
児
島
県
農
協
青
壮
年
組
織
協
議
会
は

２
０
２
１
年
度
か
ら
、
県
内
７
ブ
ロ
ッ
ク

で
「
県
地
域
振
興
局
と
Ｊ
Ａ
青
年
部
と
の

語
る
会
」
を
始
め
ま
し
た
。
県
と
Ｊ
Ａ
青

年
部
の
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
と

し
て
企
画
。
地
域
農
業
の
課
題
を
共
有
し
、

一
体
と
な
っ
て
対
応
策
を
協
議
し
ま
す
。

　

県
青
協
の
前
原
祐
樹
委
員
長
は
「
農
業

へ
の
熱
意
を
伝
え
、
行
政
と
Ｊ
Ａ
青
年
部

が
連
携
し
て
、
地
域
農
業
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
」
と
、
意
欲
を
み
せ
ま
し
た
。

担
当
者
が
出
席
し
ま
し
た
。
青
年
部
は
労

働
力
不
足
や
産
地
ブ
ラ
ン
ド
強
化
、
農
地

集
約
・
相
続
対
策
な
ど
５
つ
の
課
題
を
取

り
上
げ
、
現
状
を
伝
え
ま
し
た
。
振
興
局

は
各
課
題
に
関
す
る
取
り
組
み
状
況
や
事

例
を
紹
介
。
互
い
の
情
報
を
も
と
に
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
つ
ま
地
区
青
壮
年
部
の
小
山
栄
一
郎

部
長
は
「
自
分
た
ち
が
今
後
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の

か
、
な
ど
具
体
的
な
こ
と
が
分
か
り
、
と

て
も
有
意
義
な
会
に
な
っ
た
」
と
語
り
、

行
政
と
の
連
携
強
化
に
期
待
し
ま
し
た
。

　

北
薩
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課
の
本
山

夕
起
子
課
長
は
「
若
手
農
家
と
意
見
交
換

を
重
ね
、
少
し
で
も
役
に
立
て
る
情
報
提

供
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ

ま
し
た
。

―
―
□
◆
◇
■
―
―
□
◆
◇
■
―
―

　

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
青
壮
年
部
と
Ｊ
Ａ
あ
い

ら
青
年
部
は
12
月
22
日
、
霧
島
市
で
姶

良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
と
語
る
会
を
開
き

ま
し
た
。
伊
佐
地
区
青
壮
年
部
は
、
米
の

価
格
安
定
と
加
工
用
米
等
へ
の
転
換
、
鳥

獣
害
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
農
林
水
産
部

の
濵
田
学
部
長
は
「
Ｊ
Ａ
青
年
部
員
は
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
う
る
存
在
。
双
方

が
継
続
し
た
関
係
づ
く
り
を
図
り
、
農
業

の
課
題
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

現
場
の
課
題
共
有・解
決
へ

２
０
２
１
年
産
大
豆
を
検
査
す
る
Ｊ
Ａ
職
員

ＪＡ青年部が県地域振興局と語る会
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児童養護施設に
マスクや農産物贈る

ＪＡ北さつま女性協と青壮年部

真心でおもてなし
　ＪＡ北さつま女性組織協議会は 12 月 15 日、
管内３地区でおもてなし活動を行いました。Ｊ
Ａ利用者や年金受給者らに手作りのふくれ菓子
を配り、日ごろの感謝の気持ちを伝えました。
　おもてなし活動は樋脇支部が毎年行っており、
今年度からさつま・伊佐地区でも実施すること
になりました。
　ＪＡ女性協の丸目栄子会長は「伊佐支部では
初めての試み。皆さん喜んで受け取ってくれて
よかった。女性部がＪＡと地域との懸け橋とな
れるよう、おもてなし活動を継続していきた
い」と話しました。

家の光で繋がる絆
　ＪＡ鹿児島県女性組織協議会は 12 月８日、
鹿児島市のＪＡ県会館で 2021 年度家の光大会
を開きました。ＪＡ北さつま女性部は年間女性
部購読率が前年比１位となり、年間活動優績賞
を受賞しました。
　「家の光」記事活用体験発表もあり、さつま
支部長の豊増幸子さんが出場。「家の光で繋が
る絆」とのタイトルで発表し、芳香剤作りなど
の活動を紹介。「記事活用教室を開催できたこ
とは大きな一歩となった。『できるときに、で
きる人が、できることを』を合言葉に活動を続
け、女性部の絆を深めていきたい」と述べました。

　ＪＡ北さつま女性組織協議会とさつま地区青壮
年部は 12 月 22 日、薩摩川内市の２つの児童養
護施設を訪れ、手作りのマスクや農産物を贈りま
した。
　地域貢献活動として毎年行っています。女性協
はマスクに加え新品のタオルと雑巾を準備。青壮
年部は自ら栽培した白菜、ゴボウ、トマトなど野
菜５品を提供しました。応対した施設職員は「野
菜は新鮮でおいしそう。生活用品も大切に使いた
い。毎年ありがとうございます」と感謝の言葉を
述べました。
　女性協さつま支部の豊増幸子支部長は「今後も
活動は続けたい。子どもたちと会える日を楽しみ
にしている」と語り、青壮年部の小山栄一郎部長
は「おいしい野菜をいっぱい食べて元気に育って
ほしい」と話しました。

女性協では毎年寄贈活動を行っています
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東 西 南 北 TOPICS

若
手
職
員
が
代
わ
る
代
わ
る
餅
つ
き
を
楽
し
み
ま
し
た

　新年の五穀豊穣や悪疫退散を願う「武射祭」が１月７日、薩
摩川内市の新田神社でありました。600 年以上の歴史がある神
事で、多くの見物人が集まりました。
　数えで７歳になるみくに幼稚園の年長児 25 人が、鉢巻きに
はかま姿で登場。２組に分かれて並び、直径 1.5㍍の大的を狙っ
て力強く弓を引き、矢を放ちました。
　園児が的を射るたびに見物人から拍手が送られました。黒木
咲良ちゃん（５）は「真ん中に当たってうれしかった。１年生
になったら勉強を頑張りたい」と話しました。

　ＪＡ北さつまは本所・支所 15 店舗を対象に、金融窓口イメー
ジアップコンクールを開きました。「ＪＡの顔」である金融窓
口のサービス向上と防犯体制の確立を図り、顧客から信頼され
る店舗づくりを目指すのが狙いです。
　事務所の整理やＰＲ資材の活用、接客態度など 20 項目を審
査。１位は羽月支所で２年連続。店舗内がきれいに整理され、
手作りのＰＲ資材が高く評価されました。２位は伊佐総合支所、
３位は山崎支所。努力賞に鶴田支所が選ばれました。ＪＡでは
今後も地域に愛される支所づくりを目指します。

　ＪＡ北さつま職場改善プロジェクトと役職員連盟は
12 月 28 日、若手職員の人材育成と交流を目的に、餅
つき大会を開きました。新たな試みで入組１、２年目
の職員９人が参加。きねと臼を用いた昔ながらの餅つ
きを楽しみ、絆を深めました。
　新型コロナウイルス禍でイベント等が中止となり、
職員間の交流の場が少なくなっていることから企画し
ました。使用した餅米は 60㌔。若手職員は代わる代
わるきねを振り上げて餅をつき、みんなで丸めて鏡餅
を完成させました。
　参加した職員は「思った以上にきねが重くて大変
だったけど、同期のみんなと楽しい思い出が作れてよ
かった」と笑顔を見せました。
　鏡餅は、本所・支所・各部署に飾られました。年明
けの鏡開きではぜんざいを作りました。

大的を狙って力強く弓を引く園児

２年連続で１位に輝いた羽月支所

金融窓口イメージアップコンクール

羽月支所が２年連続１位

職場改善プロジェクトなど企画

餅つきで若手職員交流

薩摩川内市の新田神社で武射祭

五穀豊穣願い矢を放つ
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薩
摩
川
内
市
の
重
点
品
目
に
指
定
さ
れ

て
い
る
「
新
ご
ぼ
う
」
の
出
荷
が
、
Ｊ
Ａ

北
さ
つ
ま
矢
倉
選
果
場
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
生
育
は
お
お
む
ね
順
調
で
品
質
も
良

好
。
２
Ｌ
サ
イ
ズ
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
「
新
ご
ぼ
う
」
は
、
色
が
白
く
食
感
が

良
い
の
が
特
徴
で
、
香
り
が
良
い
と
市
場

関
係
者
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

食
物
繊
維
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
多
く
含
み
、

煮
物
や
揚
げ
物
の
他
、
サ
ラ
ダ
で
も
食
べ

ら
れ
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
ご
ぼ
う
部
会
で
は
50
人
が
約
36
㌶

で
栽
培
し
て
お
り
、
収
穫
は
４
月
ま
で
続

き
ま
す
。
主
な
出
荷
先
は
関
東
、
中
京
、

北
九
州
、
福
岡
市
場
で
、
今
年
度
は
約
３

０
０
㌧
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
鹿
児
島

は
１
月
12
日
、
長
年
に
わ
た
り
Ｊ
Ａ
共
済

代
理
店
と
し
て
、
自
動
車
・
自
賠
責
共
済

の
普
及
拡
大
に
貢
献
し
た
、
さ
つ
ま
町
柏

原
の
㈲
白
石
自
動
車
に
感
謝
状
を
贈
り
功

績
を
称
え
ま
し
た
。

　

同
社
社
長
の
白
石
九
州
男
氏
は
、
Ｊ
Ａ

共
済
指
定
工
場
協
力
会
の
初
代
会
長
を
務

め
ま
し
た
。
県
下
指
定
工
場
会
員
の
け
ん

引
的
役
割
を
担
い
、
契
約
車
両
の
レ
ッ

カ
ー
・
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
や
損
害
調
査（
鑑

定
業
務
）
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
は
体
調
を
崩
し
て
い
る
白
石

氏
に
代
わ
り
、
工
場
長
の
川
崎
千
里
氏
ら

が
出
席
し
ま
し
た
。
感
謝
状
と
記
念
品
を

受
け
取
っ
た
川
崎
氏
は
「
兄
が
倒
れ
て
か

ら
指
定
工
場
と
し
て
力
に
な
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
、
事
情
も
あ
っ
て
辞
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

春
田
和
則
組
合
長
は
「
長
年
、
農
協
協

力
店
と
し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
た
。
会

社
を
閉
め
ら
れ
る
こ
と
は
残
念
だ
が
、
こ

れ
ま
で
の
功
績
に
感
謝
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
Ｊ
Ａ
共
済
連
鹿
児
島
の
岩
切
亮
一

副
本
部
長
も
「
多
大
な
る
貢
献
に
感
謝
し

て
い
る
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

新
ご
ぼ
う
出
荷

品
質
良
好
で

２
Ｌ
が
中
心

白
石
自
動
車
に
感
謝
状

自
動
車
共
済
の

普
及
拡
大
に
貢
献

Ｊ
Ａ
矢
倉
選
果
場
で
新
ご
ぼ
う
の
出
荷
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

長
年
の
功
績
を
称
え
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た



こちら営農情報局!

１　接ぎ木の適期は台木の芽が吹き始める頃（３月上旬から中旬）が活着がいいです。その後でも接ぎ
木は可能です。

２　台木は実生を育てればよいのですが、枝の太さが鉛筆やペンの太さくらいが接ぎやすいです。台木
は太い方が接ぎ木後の枝の伸びがいいようです。　

３　更新したい品種の穂木があれば、今植栽している成木や若木に接ぎ木することも十分可能です。そ
の場合は、接ぎ木後活着が確認できたら元の枝を切って更新します。活着する前に穂木を触らないよ
うにしてください。活着が悪くなります。１カ月以上はそのままにしておきましょう。

４　若木を一挙に更新する場合は、接ぎ木の前年のせん定時期に、
通常であれば切除する主枝上の強い枝を５～ 10㎝程度残してそこ
に切り接ぎを行います。他の場所には腹接ぎします。

５　穂木はせん定時期（前年の 11 月下旬～ 12 月頃）に採取して、ぬれた新聞などで包み、ビニール
袋等に入れて密閉し、冷蔵庫の野菜室等で保存しておきます。接ぎ木に使う穂木は芽がしっかりつい
ている勢いがある緑枝がよいでしょう。あまり太い枝（鉛筆より太い）は切りにくいので接ぎ木がや
りにくいです。

６　接ぎ木が成功するコツは、ナイフが切れること、形成層を合わせること、穂木の芽は乾燥させない
こと、台木から出た芽は早めにとることです。

７　接ぎ木の方法

８　接ぎ木後の管理
　●　乾燥が続く場合は、かん水をしっかりと行いましょう。
　●　台木から芽が発芽してくるのでしっかり芽かきをしましょう。

園芸

生産販売課　有村　隆志

果樹の接ぎ木について

10

台木の切込み
より３～４㎜
長く斜めに削
る

穂木は、枝の中間付近の芽を２～３芽
つけて切る
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園芸研究家● 成松次郎

ニラ　長い期間収穫を楽しむ

　

春
（
3
、
4
月
）
に
種
ま
き
し
、
育

苗
し
て
、
6
、
7
月
に
植
え
付
け
、
翌

年
の
春
～
秋
に
収
穫
し
ま
す
。
乾
燥
す

る
場
所
以
外
は
ど
ん
な
土
地
に
も
育
ち
、

半
日
陰
で
も
大
丈
夫
で
す
。

［
品
種
］ 

「
ミ
ラ
ク
ル
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
」
（
武
蔵
野
種
苗
園
）
は
鮮
緑
色

で
葉
幅
が
広
く
、
肉
質
は
柔
ら
か
い
品

種
。
「
タ
フ
ボ
ー
イ
」
（
八
江
農
芸
）

は
耐
寒
・
耐
暑
性
が
あ
り
、
刈
り
取
り

後
の
再
生
力
の
高
い
品
種
で
す
。

［
育
苗
］　

1
平
方
ｍ
当
た
り
化
成
肥

料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
10
％
）
１
０
０
ｇ

と
堆
肥
1
ｋ
ｇ
を
施
し
、
土
と
よ
く
混

ぜ
て
お
き
ま
す
。
幅
70
ｃ
ｍ
程
度
の
苗

床
を
作
り
、
条
間
15
ｃ
ｍ
、
1
ｃ
ｍ
間

隔
に
す
じ
ま
き
し
ま
す
（
図
1
）
。
発

芽
後
、
密
生
し
た
所
を
間
引
き
、
草
丈

25
ｃ
ｍ
程
度
ま
で
育
て
ま
す
。

［
畑
の
準
備
］　

植
え
付
け
2
週
間
前

に
1
平
方
ｍ
当
た
り
苦
土
石
灰
１
０
０

ｇ
を
全
面
に
ま
い
て
、
よ
く
耕
し
て
お

き
ま
す
。
植
え
付
け
溝
は
畝
幅
60
～
70

ｃ
ｍ
と
し
、
深
さ
20
ｃ
ｍ
、
幅
15
ｃ
ｍ

に
掘
り
下
げ
ま
す
。
元
肥
は
植
え
溝
1

ｍ
当
た
り
化
成
肥
料
50
ｇ
程
度
、
堆
肥

1
ｋ
ｇ
を
施
し
、
土
を
掛
け
て
お
き
ま

す
（
図
2
）
。

［
植
え
付
け
］　

苗
は
根
を
傷
め
ず
に

掘
り
取
り
、
株
間
20
～
25
ｃ
ｍ
間
隔
で

1
カ
所
3
、
4
本
を
ま
と
め
て
植
え
付

け
ま
す
（
図
3
）
。

［
追
肥
・
中
耕
・
と
う
摘
み
］　

植
え

付
け
の
年
は
9
、
10
月
に
月
1
回
追
肥

を
し
ま
す
。
1
回
の
追
肥
量
は
畝
1
ｍ

当
た
り
化
成
肥
料30g

程
度
と
し
、
こ

の
際
に
中
耕
を
行
い
ま
す
（
図
4
）
。

2
年
目
以
降
は
春
先
と
、
収
穫
後
に
同

量
を
与
え
ま
す
。
な
お
、
植
え
付
け
の

2
年
目
以
降
は
夏
に
な
る
と
、
と
う
立

ち
す
る
た
め
早
め
に
蕾
（
つ
ぼ
み
）
を

摘
み
取
り
ま
す
。

［
病
害
虫
防
除
］　

新
芽
に
付
き
や
す

い
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
は
「
粘
着
く
ん
液

剤
」
「
ベ
ニ
カ
水
溶
剤
」
な
ど
の
登
録

農
薬
で
防
除
し
ま
す
。

［
収
穫
］　

翌
年
4
月
か
ら
10
月
に
か

け
て
収
穫
で
き
ま
す
。
草
丈
35
ｃ
ｍ
程

度
に
伸
び
た
頃
、
地
上
5
ｃ
ｍ
程
度
の

部
分
で
刈
り
取
り
収
穫
を
し
ま
す
（
図

5
）
。
1
年
に
3
、
4
回
収
穫
で
き
ま

す
。

［
株
の
更
新
］　

3
、
4
年
は
同
じ
畑

で
栽
培
で
き
ま
す
が
、
密
生
し
葉
幅
が

狭
く
な
っ
て
き
た
ら
、
春
に
株
を
更
新

し
ま
す
。
株
を
掘
り
取
り
、
分
割
し
て

3
芽
ず
つ
ま
と
め
て
植
え
直
し
ま
す

（
図
6
）
。

1カ月

こんにちはAコープです!
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①答え
②郵便番号
③住所
④氏名
⑤年齢
⑥意見・感想

895-1811
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
経
営
企
画
室

「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」係

13

二重マスの文字をA～Dの順
に並べてできる言葉は何で
しょうか？

■ヨコのカギ ■タテのカギ

郵便はがきに①答え②郵便番号
③住所④氏名⑤年齢⑥意見・感想な
どを書いて、左記の宛先まで送って
ください。正解者の中から抽選で10
名の方に粗品をプレゼントします。
締切は２月25日。（クイズの応募で
取得した個人情報については、これ
以外には使用いたしません）

節分の日に丸かじりする地方もあ
ります
歯がある履き物
世界遺産には文化遺産や——遺産
があります
ほっそりした指の例えに使われる
魚
酸っぱいものを見ると湧きます
特定のヤギの毛を使った高級な毛
織物
受験生が勝ち取りたいもの
江戸幕府の旗本、御家人の総称
——頭をたたいてみれば文明開化
の音がする
酒のお供です
年齢を尋ねられたので——を読ん
で答えちゃった
愛を英語でいうと

力士が頭のてっぺんに結います
ベッドルームともいいます
南へと吹き抜けていきます
父はロバ、母はウマ
青→黄→赤と変わるものをよく見
掛けます
宍道湖の名産である二枚貝
水瓶座と牡羊座の間
訴えや申請などが退けられること
——かまぼこ、——団子、——笛
鉄道のレールの下に並べます
テレビ——の録画を予約した
魚へんに師と書く出世魚

1

2
3

4

5
7

10
12
14

16
17

19

1
3
6
8
9

11
13
15
17
18
20
21

　第10回理事会を12月28日に開き、次の
事項について協議しました。
【議案】
①令和３年度第３四半期実績検討について
②第５次中期三カ年計画について
③令和４年度事業計画について
④職員給与規程の一部改正について
⑤経理規程の一部改正について
⑥資産査定関係規程・要領の一部改正につ

いて
⑦固定化債権に係る債権譲渡・「雑損失」

処理について
⑧令和３年度末決算における「貸倒損失」

処理について
⑨ルミエールさつま紫泉閣改修工事につい

て
⑩組合と理事との契約について
【報告】
①令和３年度第２回随時監事監査実施要領

について
②日本農業新聞緊急増部運動の実施につい

て
③「家の光」定期購読（４月号切替）普及

推進運動実施要領について
④令和３年度営農座談会班編成について
⑤職員学習会の開催について
⑥不祥事再発防止策にかかる履行状況

（11月）について
⑦米不祥事再発防止策にかかる履行状況

（11月）について
⑧「内部統制システム基本方針」及び「不

祥事未然防止対策」（第３四半期）への
取り組みの結果について

⑨苦情等報告（令和３年９月～11月）に
ついて

⑩令和３年度事務ミス等発生状況（定期報
告）について

⑪令和３年11月末組合員加入脱退につい
て

⑫令和３年11月末余裕金運用状況報告に
ついて

⑬共済速報について
⑭令和３年産米集荷・検査状況報告につい

て
⑮子牛・成牛せり市成績について

理事会だより

応募方法

12月号当選者発表 1月号の解答

当選者は３月号で発表します。

　12月号「パズル？　頭の体操」
当選者は次の方々に決まりまし
た。おめでとうございます。

▽宮脇三郎さん ▽牟礼好幸さん

▽前田依子さん ▽永田奈保美さん

▽増田和伸さん ▽黒木レイ子さん

▽小濱チフさん ▽下木場鶴代さん

▽井上満さん ▽瀬戸東由美子さん

フ ク ワ ラ イ



「
ミ
ツ
バ
と
パ
ル
メ
ザ
ン

　
チ
ー
ズ
の
オ
ム
レ
ツ  

」

「
ト
マ
ト
と
ミ
ツ
バ
の

  
炊
き
込
み
ご
飯
　
　
」

作り方
（1） 直径18cm程度のテフロン加工のフライパンにオリーブ

油を入れ熱する。

（2） ボウルにAの材料を全て入れ混ぜ合わせ、弱火にしたフラ
イパンに流し入れる。ふたをし、弱火のまま7、8分加熱す
る。途中でふたを取り固まり具合を見る。

（3） 上まで固まってきたらふたを外し皿をかぶせ、ひっくり
返して上下を入れ替えてフライパンに戻す。ふたをして2、
3分置く。

（4） 8等分にカットして皿に取り、出来上がり。

作り方
（1） 米をとぎ、ざるにあげて20分置く。

（2） 炊飯器にかつおだしと塩を入れ、（1）の米を入れ20分浸
す。

（3） トマトを湯むきしてさいの目に切り、炊飯器に入れて
さっと混ぜ、炊飯器のスイッチを入れる。

（4） 炊き上がったご飯にざく切りにしたミツバを混ぜ合わ
せ出来上がり。

（根ミツバを使用した場合は、残った根できんぴらを作り炊
き込みご飯に添えるのがお勧め）

永
井
智
一（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
キ
ッ
チ
ン
晴
人（
ハ
レ
ジ
ン
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

シ
ェ
フ
永
井
の
お
す
す
め

Chef Nagai's
recommended

recipe

材料（4人分）
　　卵…………………………6個
　　ミツバ（根が付いているもの
　　は落とし、ざく切りにしてお
Ａ　く）………………………1把
　　パルメザンチーズ………15g
　　生クリーム………………40g
　　塩……………………………1g
　　こしょう…………………適宜
オリーブ油………………大さじ1

材料（4人分）
米…………………………………2合
かつおだし………………400ml
塩………………………………適宜
ミツバ（根が付いているも
のは落とし、ゆでておく）…1把
トマト………………………中2個

14



15



16

編
集
・
発
行
／
北
さ
つ
ま
農
業
協
同
組
合
・
経
営
企
画
室

鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５
番
地
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栄養豊か花も楽しめるオクラ
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■ JA 北さつま農業協同組合 御中感動の人柄葬 _A4 チラシ

おもて

印刷物最終確認書 ※ご確認が済み次第当社担当営業までご返却下さい。

中尾 ※上記原稿に間違いがない事を確認致しました。印刷に入る事を許可致します。担当

いつも格別のお引立て賜り、心から感謝とお礼申し上げます。添付しておりますデザインが最終校正になります。
文字入力につきましては、細心の注意を払っておりますが校正中に文字・価格・写真などは、本業でなければ気付かない点がございます。
今一度、文字校正の確認と印刷仕様最終確認をお願い申し上げます。

ご担当者様サイン

印

弊社品質向上の為、御社ご担当者様のサインがなければ印刷工程に進められませんので、
お手数ですが何卒ご理解、ご協力のほど宜しくお願い申し上げます 必ずFAXにてご返送下さい
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